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少しの成長から始まります 

1.01 で成長、0.99 で衰退 
国際ロータリー第 2700 地区ガバナー 

濱野良彦 

ベクトルを合わせ最善を尽くそう 
行橋みやこロータリークラブ会長 

藤原妃呂 

本日のプログラム 出席報告 1月のお誕生日 

本日のロータリーソング 

『我らの生業』 

1/21 本日のプログラム 

職業奉仕委員会（移動例会） 

1 月 14 日 

会員数 52 

欠席者 22 

出席率 57.6% 

早野優子（13 日）黒水泰徹（16 日）・竹下元氣（17 日） 

大原紀彦（19 日）・岩﨑徳浩（25 日）  

秋山静江さま 上垣しおりさま   

川上由衣さま 進美穂さま 

2 月 4 日 会報雑誌委員会／2 月 18 日 米山記念奨学委員会／ 

2 月 28 日（土）ＩM6 クラブ移動例会（ステーションホテル小倉）／3 月 4 日プログラム委員会／ 

3 月 8 日地区大会（日）／3 月 14 日（土）15（日）青少年育成委員会（移動例会・例会変更【野球大会】） 
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● 創 立 … 1984 年 4 月 3 日   ● 会 長 ………………  藤 原 妃 呂 

● 例 会 日 … 水曜日（12:30～13:30）    ● 副 会 長 ………………  山 田 千 恵 

● 例 会 場 … みやこホテル 行橋市宮市町 9-18 ☏0930-23-1800  ● 幹 事 ………………  原 田 和 博 

● 事 務 局 … 行橋商工会議所別館 1 階 行橋市中央 1-9-50 ☏0930-25-0655  ● 会報雑誌委員長 ……  二十二 豊 

 FAX: 0930-25-5700 Email: info@ym-rotary.club URL: https://ym-rotary.club  

   

   

今日のプログラムは国際

奉仕委員会です。そこでま

ずロータリークラブにおけ

る国際奉仕の意義について、また「当クラブがこれま

で行ってきた国際奉仕事業」についてお話ししたいと

思います。 

ロータリーには「四大奉仕」があります。 

★職業奉仕★社会奉仕★青少年奉仕★国際奉仕 

この中でも国際奉仕は、少し難しく遠い存在に感じ

るかもしれませんが、国境・文化・言葉の違いを超え

て、人と人が理解し合うことを目的としています。難

しい支援をすることだけが国際奉仕ではありません。 

• 相手の国を知ろうとすること 

• 違いを尊重すること 

• 「同じ地球に生きる仲間」と考えること 

それ自体が、もう国際奉仕の第一歩です。当クラブ

での過去の履歴を調べたところ、これまでに「清潔な

水の確保に困っていたタイの小学校に浄水装置の設置」

「2015 年マグニチュード 7.8 のネパールでの地震で崩

壊した学校の再建支援」などに取り組んできました。 

またそのような取り組みを行うことによって世界の

問題に目を向ける機会となり、支援先の現状を知るこ

とで、日本の恵まれた環境に気づく“気づき”や“学び”が、

私たち自身を成長させてくれるものだと思います。 

国際奉仕の意義は、「助ける・助けられる」という

関係だけではありません。対等な立場での友情と理解

です。 

• 正解を押しつけない 

• 価値観の違いを否定しない 

• 相手の立場に心を寄せる 

これは、海外の方に向けることだけでなく、私たち

の地域社会や職場、人間関係にも通じる考え方です。 

つまり国際奉仕は、世界を良くすると同時に、自分

たちの日ごろの言動にも目を向けるキッカケになるの

だと私は思っています。 

国際奉仕は、特別な人がやるものではなく「興味を

持つこと」「話を聞いてみること」「参加できるとこ

ろから関わること」それで十分です。 

ロータリーは「奉仕を通じて親睦を深め、世界理解

と平和を目指す団体」です。 

国際奉仕委員会の活動が、皆さまにとってロータリ

ーの世界の広さと、温かさを感じるきっかけになれば

嬉しく思います。 

会 長 の 時 間 
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皆様お疲れ様です。来週

1/21 の例会は職業奉仕委員会の移動例会となっており

ます。12：25 集合です。みやこ町役場に迷惑が掛から

ない様に時間厳守でお願いします。以上です。 

●親睦委員会 

【副委員長：金澤 隆】 

親睦委員会です。今月 1 月のいい人誕生日ができて

おりません。先週が新年夜間例会でしたので、品物が

間に合ってないということで、親睦委員長から来週移

動例会ではありますけれども、改めて対象者の方には

ご連絡をさしていただくということでした。 

●次年度幹事【金澤 隆】 

今日は、例会終了後 14 時より、事務局で被選理事会

を行いますので、対象の役員、理事の方は、お集まり

ください。よろしくお願いいたします。以上です。 

●国際奉仕委員長【黒水泰徹】 

例会終了後に、台湾式典へ訪

問の打ち合わせをしたいと思い

ますので、参加者はその場に残

ってください。それと 2 月の

20、21、22 で、カンボジア支援の実行を行いたいと思

います。急で時間がないので、緊急なんですけど、僕

と一緒に行ってくれる方を募集しておりますので、会

長よろしくお願いします。 

●米山記念奨学委員長【寺﨑修司】 

奨学金受け渡し 

みなさまにとって、この 1 年、良い年になりますよ

うに。今年もよろしくお願いします。ありがとうござ

いました。（ナサンバドラフ君） 

本日のお客様 

*************************************************** 

行橋ロータリークラブ会長 末松和典様 

第 1 グループ IM 実行委員長 神﨑哲史様 

*************************************************** 

行橋ロータリークラ

ブの会長を仰せつかっ

てます末松と申しま

す。本日は、2 人でお

邪魔させていただいて

おります。2 月の 28 日

にやります IMについて

のご案内に伺いました。IM 実行委員長の神﨑からお話

ししてもらいたいと思います。 

皆様、改めまして、新年あけましておめでとうござ

います。本日はお忙しい中、貴重なお時間をいただき

まして、誠にありがとうございます。行橋ロータリー

クラブ副会長の神﨑と申します。本年度、IM 実行委員

長を務めさせていただいております。 

本年度のインターシティミーティングは 2 月 28 日土

曜日 13 時 30 分より、JR 九州ステーションホテル小倉

にて開催いたします。IM のテーマは「奉仕は続くよど

こまでも」です。特別講演には JR 九州代表取締役社長、

古宮洋二様をお迎えいたします。古宮社長は行橋市の

ご出身であり、豊津高校、現在の育徳館高校のご出身

でもあります。 

また、今回 JR 九州ステーションホテル小倉という会

場で開催することから、講演をお願いすることができ

ました。講演テーマは「JR 九州の街づくり」です。 

大変貴重なお話をお伺いできるものと今から楽しみ

にしております。また、今回の IM のテーマは「奉仕は

続くよどこまでも」です。このテーマは JR 九州様にち

なんで、皆様ご存知の「線路は続くよどこまでも」と

にかけて決めさせていただきました。ロータリーの奉

仕も、奉仕の心もまた線路のように途切れることなく

地域へ、そして未来へと続いていくその思いをこのテ

ーマに込めております。 

そして、基調講演として、行橋クラブがサポートし

てまいりました元米山奨学生で、現在、九州工業大学

博士研究員としてご活躍中のアルマード・ラジ様にお

願いいたしました。テーマは「ロボスティックを社会

へ」というテーマでご講演いただきます。未来につな

がる非常に示唆に富んだ内容になることと思います。 

IM 終了後は 6 クラブ合同例会を開催し、その後 17

時から同ホテルにて懇親会を予定しております。懇親

会の余興の目玉は 6 クラブ対抗歌合戦です。各クラブ

の熱い戦いと大いに盛り上がる懇親の場になることは

必至でございます。ぜひ多くの皆様のご参加を心より

お願い申し上げます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

幹 事 報 告 

委 員 会 報 告 
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●国際奉仕委員長 

【黒水泰徹】 

3 月に行われる姉妹クラ

ブの台北朝陽ロータリーク

ラブ式典の、台湾訪問につ

いて話したいと思います。 

今回、ぜひ一緒に行きましょう、というテーマでこ

の卓話を作ってまいりました。なぜ今台湾に行くの

か？その理由は大きく分けて 3 つあります。 

1 つ目は日本にとって最も近い国、地域の一つである

こと。距離の近さは心の近さになります。台湾朝陽ロ

ータリークラブとは 32 年位の、姉妹クラブの関係にあ

ります。会うことで距離が近くなり、会話も弾むよう

になりますので、この機会にぜひ参加していただきた

いなと思っております。 

2 つ目。民主主義や、価値観を共有する台湾という国

は大切なパートナーであるということ、まずお互いを

理解することは今後ますます重要になってくると思い

ます。台北朝陽ロータリークラブしかり、互いを、理

解する、そういう機会にしていただけたらなと思いま

す。 

3 つ目。今国際情勢の中で台湾がとても重要な地域に

なってます。最近よく耳にする言葉で、台湾有事とい

うのがあると思います。これは、台湾有事というのが

台湾だけの問題ではなく、日本の安全保障とか、日常

生活にとても深く関わってきます。だからこそ今、実

際に訪れ、知ることに僕はすごく興味があります。 

次に台湾の歴史的背景等を知ると、また少し興味が

湧くんじゃないかなと思って、歴史的な背景もご紹介

したいと思います。 

台湾は 1895 年に日清戦争の後、下関条約によって日

本の統治下に入りました。この期間は、1945 年までの

約 50 年間になります。実際日本統治時代どうだったの

かっていうと、日本は鉄道、港湾、上下水道、学校制

度、近代的な日本と同じインフラ整備が集中的に行わ

れました。おそらく日本も台湾という場所がとても重

要な場所だと思っていたのだと思います、戦後は中国

に帰還されて、中国内で内戦が起こります。共産党が、

勝利したので、中華民国政府の方が中国から引き上げ

る形で台湾に移転しました。 

 台湾の観光地や背景や人々の暮らしをご紹介してい

きます。まず、台北にある龍山寺

というお寺、おそらく皆さんご存

知だとは思うんですが、1738 年、

清の時代に、建立された台北の最

古のお寺と言われてます。およそ

300 年にわたって台湾の人々の祈

りの中心となってきました。この

お寺の特徴は、一つの願いに限らないという事です。

中心に祀られているのは観音菩薩。これは、心の安ら

ぎや人生全般を見守る仏様です。そのほかにも、商売

繁盛の神、学業成就の神、そして、両縁の神など、

色々な神様が、祀られてる場所になります。皆さん、

ここで「あれっ」て思いませんでした？お寺なのに神

様が祀ってある。台湾では、仏様も神様も全て祀られ

てます。なんでかと台湾の友人に聞くと、効果があれ

ば何でもいいんじゃないかという理由で全てを一緒に

祀ってる。つまり龍山寺は、困った時だけ行く場所で

はなく、日常の生活の中で、例えば心を整えたり、な

かなか前に進めずに前に進む力が欲しくなった時とか

に、力を貰う場所みたいなようです。 

続きまして、九份老街。九

份は、台北市内から車で約 1

時間位の場所にあります。か

つてここは、金鉱、金山です

ごく栄えた場所になります。

最盛期は多くの人が集まって

すごく賑わっていたんですけ

ど、金鉱が衰退していくとと

もに人が減り、一時はもう本

当に人がいない忘れられた街

になっていたそうです。とこ

ろが近年、あの古い街並みと山と海がとても綺麗とい

うことで、景色が再評価されて、台湾を代表する歴史

的な観光地になり、再び注目を集めるようになりまし

た。九份老街の魅力は、何と言っても、細い曲がりく

ねった坂道と階段ですね。そして、赤い提灯がたくさ

ん並んでて、独特な雰囲気を思ってます。夕暮れ時、

明かりが灯る姿は、多くの人が台湾で最も美しい景色

の一つと言っています。また、九份はお茶の文化が盛

んな場所で、山の斜面に立つ建物で、ゆっくりとお茶

を味わいながら景色を眺める、ゆっくりできる時間が

持てるんじゃないかなと思います。九份という街は、

単なる観光地だけではありません。栄えて、そして衰

えて、また再び栄え始めた、九份を一言で表すなら、

時間がゆっくり流れる台湾の記憶の街です。 

本 日 の プ ロ グ ラ ム 
【 国際奉仕委員会 】 
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続きまして、十分老街の

説明です。昔からの街並み

と、そこに根付く天灯文化

というものについてお話し

します。最大の特徴は、今

も使われてる線路のすぐ脇

に色々な商店とか、食事をする食堂とか並んでます。

列車が、観光客のすぐ横を通り過ぎていきます。この

街で親しまれてきたのが天灯という文化です。天灯と

は紙で作ったランタンに願い事を書いて、火を灯して

空に放つものです。そこの天灯は元々非常に素朴な由

来でした。かつてここの山間部に住んでた人たちが

「外敵とか盗賊、そういった危険が去ったよ、もう戻

ってきてもいいよ」ということを知らせるために飛ば

したと言われてます。でもそれは、平和とともにやが

て変わってき、無事を祈ったり、願いを天に届けるた

めの文化に変わってきました。現在では健康、家族の

幸せ、商売繁盛、世界平和。人それぞれの思いを天灯

に託しています。十分老街と天灯の文化は、単なる観

光体験ではありません。それは今のこの不安な時代を

生きていくため、この不安な揺れ動く世界に生まれた、

そんな平和を祈る祈りです。十分老街を一言で表すな

ら、願いが空へ解き放たれる場所です。 

続きまして台北の北

の海岸にある野柳地質

公園というところのエ

リアになります。一番

有名なのは、クイーン

ズヘッドと呼ばれるものがありまして、横から見た姿

が、女王様が王冠を被ったような形に見えるためそう

呼ばれています。この奇岩はもう首がかなり細くなっ

ていて、現在もどんどん細くなっているらしいんです。

もうこのままだったら、いつかその首が折れちゃうだ

ろうと、現地でも言われているようです。その首が折

れるのが、今回かもしれないので、皆さん一緒に行き

ましょうという話です。 

私たち、多くの経営者の人たちは、早く結果を出し

たいとか、効率を求めたい、すぐに形にしたいとつい

思いがちです。野柳の岩は万年という時を重ねて今の

形になりました。私たちロータリーの活動というもの

は一朝一夕でできるようなものではないと思ってます。

すぐには結果が出なくても、地道な活動が積み重なっ

て、ある日、あ、自分たちがやったことにはこんな意

味があったんだなと思える、そんな瞬間がやってくる

んだと思います。それを再確認できる場所じゃないか

なと思ってます。一言で言うなら、続けることに意味

がある事を教えてくれる場所じゃないかなと思います。 

平時の交流、それこそが国際奉仕の原点。先ほど会

長が言ったように、交流をすること、それた、それが、

え、国際奉仕につながる。そして、隣国を知ることか

ら国際奉仕は始まります。 

今回の訪問は、台北朝陽ロータリークラブと姉妹ク

ラブとしての親睦をさらに深めていく、そういったこ

とを目的としています。初めての方でも、何度も行っ

た方も安心して参加できる工程にしているつもりです。

ぜひ皆さんと一緒に行きたいなと思ってます。ご清聴

ありがとうございました。 

工藤茂美Ｒ：ニコニコし

ます。末松様・神﨑様頑

張って下さい。黒水委員

長お疲れ様でした。 

友住優介Ｒ：黒水委員長

お疲れ様でした。 

長尾浩央Ｒ：12 年のロ

ータリーで縁が無かった

職業・社会交際の奉仕に

次年度向き合います。若

輩ですがご指導の程よろしく

お願い致します。 

藤原妃呂Ｒ：黒水委員長、台湾旅行の説明をありがと

うございました。行かせて頂きます。 

原田和博Ｒ：黒水委員長、卓話ありがとうございま

す。末松会長、神﨑 IM 実行委員長本日はありがとうご

ざいました。 

松井明男Ｒ：ニコニコします。 

村上哲二Ｒ：台湾に行きましょう。 

【行橋ＲC】末松和典会長：本日は例会にお邪魔させて

頂きありがとうございます。6 月に台湾世界大会に行

く予定ですので良い勉強になりました。 

【行橋ＲC】神﨑哲史 IM 実行委員長：本日はご訪問さ

せていただきありがとうございました。IM よろしくお

願いいたします。多数のご参加お待ちしております。 

 

ニコニコ BOX 

1 月 14 日の合計 8,100 円 

累計 480,046 円 
 

 

 

ロータリークラブ presents 

「ピース・オン！DAYTIME」 

TUE 12:30-12:45  
 

 
●週報の原稿はこの QR コードからメー

ルで送信してください。 

●会員の事業を紙面で紹介！事業内容・

アピール文・写真を送付してください。 

ニコニコ BOX 
 


